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１．はじめに 

近年，肺癌による死亡者数は増加傾向にあることから，

肺癌の早期発見・治療が重要視され，胸部単純X線画像

の代わりに 3次元画像が得られる，胸部MDCT画像を用

いた精密検査などが進められている．MDCT画像は，微

小な癌の検出が容易である反面，読影する画像枚数が多

く，医師への負担が懸念されている．  

 そこでコンピュータ支援診断(CAD：Computer Aided 

Diagnosis)システムの開発による，読影医師への負担軽減，

診断精度の向上などが期待されている．このシステムの

一つに，同一被験者の現在・過去画像間の経時的変化を

強調した画像を生成する，経時的差分像技術がある．生

成された差分像を用いた診断は，読影医師の診断の効率

化や精度の向上に貢献している[1]．しかし，経時的差分

像生成時の 3次元処理の複雑さなどの問題から，CADシ

ステムの報告は少なく，この技術を用いた，CADシステ

ムの開発が期待されている． 

そこで，本論文では，経時的差分像から結節状陰影を

自動検出するためのCADシステムの開発を行う． 

 

２．画像解析手法 

まず，三宅ら[2]の経時的差分像作成法により経時的差

分像を作成し，経時的差分像全体の濃度ヒストグラムを

基にした多重閾値処理を適用し，初期陰影候補領域の抽

出を行い，その後 3次元物体を 2次元画像に変換し，陰

影領域と背景領域との境界線を解析することによって削

減を行う，Spiral Scanning Filterを適用し，過抽出領域を

削減する． 

過抽出領域を削減後，陰影領域に付随する血管影や胸

壁を除去するため，Voronoi分割法を基にしたセグメンテ

ーション法[3]を適用する．この手法は各画素間のテクス

チャ特徴を求め，各画素と予め指定した母点との特徴量

の総和が最小となる経路を計算し，陰影領域とその他の

領域に分割する手法である．Fig.1にこの手法によるセグ

メンテーション結果の一例を示す． 

次に，セグメンテーションを行った領域に対し，統計 

  

(a) 原画像 (b) セグメンテーション後 

Fig.1 セグメンテーション結果の一例 

 

的特徴量 12種類（濃度特徴量：5，形状特徴量：5，適応

リングフィルタの出力値からの特徴量：2）と，同時生起

行列を基にしたHaralickの14特徴量それぞれの平均値と

分散値を求める．よって，最終的に用いた特徴量の数は

40個である． 

最後に，求めた特徴量を用い，ルールベース法による

最終的な結節状陰影の識別を行う． 

 

３．実験 

提案手法を，結節状陰影が一つ以上有する胸部MDCT

画像セット 31症例に対して適用した．セグメンテーショ

ン精度の評価を，医師によって計測された結節状陰影の

直径と，提案法によるセグメンテーション後の領域の体

積からの直径の比Rを算出することにより行う．このと

きRが1に近いほど精度が良いといえる．提案手法は 31

症例の平均値が 0.75 と従来手法[4]の平均値(1.24)に比べ

て低く，抽出不足の傾向にあるが，分散値での評価では，

提案手法は 0.04と安定した精度を持つことがいえる．ま

た，最終的な識別結果は TP：96.9[%]，FP：6.94[/scan]

であった．図１に，GGO領域を含む結節状陰影の検出結

果を示す。 

       

(a) 関心領域内の陰影   (b)陰影領域の検出結果 

図１ 陰影検出の例 



 

４．結論 

本論文では，胸部 CT 画像における結節状陰影を自動

検出するための，経時的差分像を用いた CAD システム

の開発を行った．異常症例 31 症例に適用した結果は，

TP：96.9[%]，FP：6.94[/scan]の結果を得た． 

今後の課題としては，肺野領域の抽出法の改善，GGO

領域を含む結節状陰影をセグメンテーション可能な画像

解析法の開発，画像間の経時的変化を捉えた特徴量の導

入が挙げられる． 
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